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実現のために必要な要素

１．評価方法 ー　伸ばすべきスキルの把握

２．教示方法 ―　伸ばしたいスキルを伸ばす方法

３．練習方法　　　　　ー　学んだスキルの定着



評価方法

非認知能力の重要性はほぼ全ての人が認めているが、
計測方法については合意できていない。   Harden, 2021

Soto, C. J., Napolitano, C. M., Sewell, M. N., Yoon, H. J., & Roberts, B. W. (2022). An integrative framework for conceptualizing and assessing social, 
emotional, and behavioral skills: The BESSI.Journal of Personality and Social Psychology, 123(1), 192–222. https://doi.org/10.1037/pspp0000401

● 人との社会的な関係性を維持する能力

● 感情を制御する能力

● 目標や学習に向かう行動を制御する能力





多様な分類方法

BESSIの領域
イノベーション・

スキル

CASEL中核的能力

OECDの枠組み 広い心作業の成果他者との関わり 協働 感情抑制

関係性のスキル 社会認識 自己管理 自己認識関係性のスキル

責任ある意思決定

社会参加スキル 協働スキル 管理スキル
感情回復のス

キル









パーソナリティと社会心理学のジャーナル 



BESSI 192 Questions



全方位からのアセスメント

本人    ：学生、先生、保護者
観察者：学生、先生、保護者







学　生



先　生



保護者



実施した対象

•中学（学生、保護者、先生）
•高校（学生、保護者、先生）
•大学（学生）



レポート
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ハーバード大学 23プログラムスキルアセスメント



ハーバード大学 13のSEL分野との関わり
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協働の可能性



● ＵＣＬＡ医科大学精神科臨床教授 
● ＵＣＬＡマインドフル・アウェアネス研究所取締役 
● マインドサイト研究所専務取締役

育児や子供の発達の講演やワークショップを世界中
で実施



ハーバード大学教授　EASEL研究所所長



イリノイ大学シカゴ校
社会的・情緒的学習　名誉教授職



Jiyugaoka Case Study







Questions?



Thank you


